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中
、
午
前
十
時
か
ら
、
三
島

大
社
町
、
成
真
寺
本
堂
で
、

伊
東
真
氏
の
「
国
民
投
票
法
」

に
つ
い
て
の
学
習
講
演
会
が

行
わ
れ
た
。 

 

悪
天
候
の
せ
い
か
、
こ
の

日
の
聴
衆
は
ま
ば
ら
だ
っ
た

が
、
話
し
の
内
容
は
大
変
有

意
義
な
も
の
だ
っ
た
。 

以
下
紹
介
す
る
。 

 

憲
法
改
正
は
、
改
正
条
項

で
あ
る
憲
法
九
六
条
に
基
づ

い
て
行
な
わ
れ
る
。
国
会
の

衆
参
両
院
の
三
分
の
二
以
上

の
賛
成
で
改
正
案
が
発
議
さ

れ
、
国
民
投
票
で
過
半
数
の

賛
成
が
必
要
だ
。
こ
れ
ま
で

は
具
体
的
手
続
き
の
法
律
が

無
か
っ
た
の
で
、
現
実
的
に 

主
張 

 

去
る
十
一
月

二
七
日
、
冷
た

い
小
雨
が
降
る

憲
法
改
正
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
法
律
が
昨
年
五
月
十
四

日
、「
国
民
投
票
法
」
と
し
て

賛
成
多
数
で
成
立
し
た
。
そ

し
て
、
三
年
後
の
、
二
〇
一

〇
年
五
月
に
は
、
憲
法
改
正

の
発
議
が
可
能
に
な
っ
た
。 

     

こ
の
法
律
制
定
過
程
で

は
、
自
民
、
公
明
だ
け
で
な

く
民
主
党
の
賛
成
多
数
で
成

立
し
た
。
社
民
・
共
産
は
手

続
き
法
そ
の
も
の
が
憲
法
改

定
の
一
里
塚
だ
と
し
て
反
対

だ
っ
た
。 

そ
も
そ
も
憲
法
と
法
律
の

違
い
は
何
か
。
一
般
の
法
律 

 

昭
和
三
〇
年
頃
、
三
島
の
湧
水
は
日
量
一
八
〇
万
立
方
ｍ
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
楽
寿
園
小
浜

池
は
満
々
と
水
を
た
た
え
、
水
泉
園
か
ら
桜
川
に
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の
水
が
流
れ
て
い
た
と
い

う
。
し
か
し
今
、
小
浜
池
の
水
は
枯
れ
、
水
泉
園
も
桜
川
も
流
れ
る
水
は
極
わ
ず
か
だ
。「
水
の

都
三
島
」
と
言
わ
れ
て
い
た
面
影
は
遥
か
五
〇
年
も
昔
に
さ
か
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
思
い
出
す
こ
と

さ
え
出
来
な
い
。
地
元
で
、
当
時
を
記
憶
に
残
す
人
達
は
六
〇
歳
近
く
に
な
り
、
現
在
、
三
島
に

住
む
人
々
の
多
く
は
「
水
の
都
三
島
」
と
聞
い
て
も
そ
の
実
感
は
わ
い
て
来
な
い
。 

は
、
国
民
の
自
由
を
制
限
し

て
、社
会
の
秩
序
を
維
持
す
る

た
め
の
も
の
。
し
か
し
、
憲
法

は
、
国
家
権
力
を
制
限
し
て
、

国
民
の
人
権
を
保
障
す
る
も

の
。そ
こ
に
は
大
き
な
違
い
が

あ
る
。 

憲
法
九
九
条
の
規
定
で
は
、 

     

公
務
員
は
こ
の
憲
法
を
尊
重

し
守
る
義
務
が
あ
る
。国
民
は

憲
法
を
守
る
側
で
は
な
く
、守

ら
せ
る
側
に
な
る
。憲
法
は
国

や
政
治
家
達
を
縛
る
。国
が
何

を
や
っ
て
良
く
何
を
や
っ
て

悪
い
の
か
、
国
家
の
枠
組
み
、

そ
の
大
枠
を
決
め
る
の
が
憲

法
。
憲
法
制
定
権
は
国
民
に 

 

 

三島の湧水枯渇、復活は可能か？ 
 ～どこに消えたか三島の湧水！～ 

       

き
そ
う
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

▼
こ
れ
ま
で
世
界
の
大
富
豪
が

操
る
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
呼
ば

れ
る
投
機
筋
が
暗
躍
し
、世
界
の

金
融
市
場
を
博
打
う
ち
の
賭
場

の
よ
う
に
荒
ら
し
ま
わ
り
、原
油

や
穀
物
、住
宅
ロ
ー
ン
等
の
市
場

で
や
り
た
い
放
題
の
マ
ネ
ー
ゲ

ー
ム
を
や
っ
て
来
た
。サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
で
大
穴
を
開
け
、あ
っ
と
い

う
間
に
「
信
用
不
安
」
が
世
界
中

に
広
が
っ
た
。こ
れ
等
の
様
子
は

本
山
美
彦
氏
の
本「
格
付
け
洗
脳

と
ア
メ
リ
カ
支
配
の
終
わ
り
」に

分
か
り
易
く
出
て
い
る
。 

▼
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
は「
ハ

イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
」（
高

利
貸
し
）の
金
融
商
品
と
し
て
市

場
に
ば
ら
撒
か
れ
て
い
た
。低
所

得
者
層
の
住
宅
ロ
ー
ン
と
し
て
、

二
年
目
ま
で
は
低
金
利
だ
が
三

年
目
か
ら
高
金
利
に
な
る
。住
宅

市
場
が
高
騰
し
て
い
る
時
は
、途

中
で
借
り
換
え
て
負
担
を
し
の

い
で
い
た
低
所
得
層
が
、住
宅
市

場
が
冷
え
込
ん
で
一
気
に
破
綻

が
広
が
っ
た
。 

▼
米
政
府
は
こ
れ
ま
で
、市
場
原

理
主
義
に
基
づ
き
、金
融
市
場
の

開
放
を
各
国
に
迫
り
、規
制
緩
和

を
叫
び
、ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど

巨
額
投
機
筋
の
暗
躍
の
場
を
積

極
的
に
推
し
広
め
て
き
た
。
本

来
、金
融
は
庶
民
か
ら
資
金
を
集

め
、
生
産
活
動
に
回
し
、
経
済
活

動
の
円
滑
化
を
図
る
も
の
。し
か

し
、フ
ェ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
の
操
る

金
は
実
経
済
と
は
関
係
な
い
、単

な
る
博
打
う
ち
の
金
だ
。 

▼
こ
ん
な
博
打
う
ち
の
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
で
我
々
庶
民
の
生
活
が

破
壊
さ
れ
る
の
で
は
た
ま
っ
た

も
の
で
は
な
い
。資
本
主
義
の
終

わ
り
だ
。
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
破
綻
の
あ
お
り
で
、破
産
に

追
い
込
ま
れ
た
京
品
ホ
テ
ル
で

は
、
労
組
員
が
ろ
う
城
し
、
自
主

営
業
を
始
め
て
い
る
。全
国
か
ら

の
支
援
で
活
気
付
い
て
い
る
。新

し
い
社
会
が
か
い
間
見
え
る
。 

▼
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し

た
世
界
規
模
の
金
融
危

機
が
始
ま
っ
た
。
一
九

三
〇
年
代
の
世
界
恐
慌

以
来
未
曾
有
の
危
機

で
、
こ
の
先
何
年
も
続
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う
国
民
の
多
数
意
思
に
よ
り

政
治
を
行
な
う
。
そ
れ
で
も

や
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
が

あ
る
。
人
権
に
係
る
こ
と
だ
。

憲
法
は
、
多
数
派
、
強
者
に

歯
止
め
を
か
け
て
、
少
数
派
、

弱
者
を
守
る
為
の
も
の
だ
。 

総
理
大
臣
や
内
閣
が
憲
法

改
正
を
説
く
の
は
憲
法
九
九

条
違
反
。
憲
法
改
正
に
つ
い

て
は
、
例
外
的
に
国
会
議
員

だ
け
が
国
会
で
審
議
で
き
る

が
、
閣
僚
や
公
務
員
、
ま
し

て
や
総
理
大
臣
が
憲
法
を
変

え
る
と
い
う
の
は
憲
法
違
反

に
な
る
。 

自
民
党
の
「
新
憲
法
草
案
」

と
い
う
、
憲
法
を
根
本
か
ら

変
え
る
、
変
え
よ
う
と
い
う

こ
と
は
、
い
わ
ば
一
種
の
ク

ー
デ
タ
ー
に
相
当
す
る
こ
と

に
な
る
。 

あ
る
。こ
れ
が
正
に
国
民
主
権

と
い
う
こ
と
だ
。 

 

民
主
主
義
国
家
の
運
営
方

法
と
し
て
「
多
数
決
」
が
あ
る

が
、そ
れ
は
少
数
よ
り
多
数
の

方
が
よ
り
ま
し
だ
と
い
う
こ

と
だ
け
で
、多
数
が
必
ず
正
し

い
と
い
う
訳
で
は
な
い
。多
数 

     

決
の
結
果
に
至
る
審
議
討
論

の
過
程
が
民
主
主
義
な
の
だ
。 

し
か
し
、国
民
の
多
数
に
従

え
ば
常
に
正
し
い
の
だ
ろ
う

か
？
当
然
、
誤
り
も
有
る
。

熱
気
に
動
か
さ
れ
、
冷
静
な

判
断
が
欠
け
、
暴
走
す
る
こ

と
が
あ
る
。
民
主
国
家
に
お

け
る
憲
法
は
民
主
主
義
と
言 

昭
和
二
九
年
、
楽
寿
園
小
浜

池
は
名
勝
・
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
た
。
富
士
山
麓
に
降
っ

た
雨
や
雪
が
地
下
に
浸
透
し
、

溶
岩
の
割
れ
目
か
ら
湧
き
出
し

そ
れ
が
溜
り
、
日
本
で
も
珍
し

い
池
と
い
う
。 

作
家
、太
宰
治
は
昭
和
十
四
、

五
年
頃
の
三
島
の
情
景
を
「
水

量
た
っ
ぷ
り
の
小
川
が
そ
れ
こ

そ
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
に
縦
横
無

尽
に
隈
な
く
駆
け
め
ぐ
り
…
」

と
表
現
し
て
い
る
。
芭
蕉
の
句

に
も
「
あ
じ
さ
い
や
三
島
は
水

の
裏
通
り
」
と
言
う
の
が
あ
る

そ
う
だ
。 

昭
和
三
〇
年
代
中
頃
ま
で
、

三
島
に
は
豊
富
な
湧
水
が
流
れ

て
い
た
。
小
浜
池
を
は
じ
め
多

く
の
川
に
は
清
流
で
育
つ
水
草 

「国
民
投
票
法
」 

        

成
真
寺
、
伊
東
真
氏
講
演
会
か
ら 
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事
態
に
な
っ
た
。 

中
郷
地
区
の
農
民
等
六
〇

〇
人
が
生
活
用
水
確
保
住
民

大
会
を
開
催
、
東
レ
の
大
量

揚
水
が
原
因
で
あ
る
と
し

て
、
耕
運
機
四
〇
台
、
の
ぼ

り
旗
を
押
し
立
て
て
東
レ
工

場
ま
で
デ
モ
行
進
し
た
と
い

う
。
東
レ
は
農
民
と
話
し
合

い
、
昭
和
四
〇
年
五
月
、
源

兵
川
に
工
場
の
冷
却
排
水
を

毎
秒
一
ト
ン
流
す
工
事
を
行

な
っ
た
。 

市
営
上
水
道
も
枯
渇
し

た
。
そ
の
た
め
三
島
市
は
伊

豆
島
田
に
あ
っ
た
農
業
用
井

戸
を
取
得
、
約
四
億
円
を
支

出
し
て
三
島
市
上
水
道
に
改

造
し
た
。
東
レ
は
そ
の
後
、

柿
田
川
工
業
用
水
を
導
入

し
、
地
下
か
ら
の
揚
水
量
を

減
ら
し
た
。
し
か
し
、
三
島

の
湧
水
は
復
活
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。 

東
レ
の
進
出
以
降
、
富
士

山
東
南
麓
に
は
東
邦
べ
ス
ロ

ン
、
三
菱
ア
ル
ミ
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
等
、
数
多
く
の
工
場 

 

が
進
出
し
、
多
量
の
地
下
水

が
汲
み
上
げ
ら
れ
た
が
、
法

的
規
制
は
な
い
。 

 

昭
和
四
十
九
年
五
月
、
地

下
水
保
全
の
高
ま
り
の
中

で
、
三
島
、
沼
津
、
御
殿
場
、

裾
野
、
清
水
町
、
長
泉
の
四

市
二
町
に
よ
る
、
水
源
の
保

全
、
涵
養
、
適
正
利
用
の
た

め
に
黄
瀬
川
地
域
地
下
水
利

用
対
策
協
議
会
（
黄
水
協
）

が
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
御

殿
場
、
裾
野
は
、
規
制
を
嫌

っ
て
、
準
備
会
の
段
階
で
抜

け
た
。 

下
流
域
の
二
市
二
町
は
、

地
下
水
汲
み
上
げ
の
自
主
規

制
を
始
め
た
が
、
上
流
域
の

御
殿
場
、
裾
野
等
は
緩
や
か

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

平
成
五
年
、
国
や
県
の
主

導
で
、
東
部
一
帯
の
市
町
が

足
並
み
を
そ
ろ
え
た
地
下
水

対
策
協
議
の
場
を
つ
く
っ
た

が
、
地
下
水
を
巡
る
そ
れ
ぞ

れ
の
思
惑
の
違
い
か
ら
か
、

協
議
会
は
休
止
状
態
だ
。 

 

上
・
下
流
域
の
地
下
水
を 

 

巡
る
利
害
の
対
立
を
解
消

し
、
地
域
全
体
で
一
定
の
地

下
水
規
制
を
行
な
わ
な
け
れ

ば
三
島
の
湧
水
の
復
活
は
な

い
考
と
え
ら
れ
る
。 

 

富
士
市
等
の
岳
南
地
区
で

は
、
地
下
水
汲
み
上
げ
増
加

で
塩
水
化
が
生
じ
た
。 

県

は
、
昭
和
四
六
年
に
「
地
下

水
の
採
取
の
適
正
化
に
関
す

る
条
例
」
を
定
め
、
地
下
水

規
制
を
行
っ
て
き
た
。 

 

足
並
み
の
そ
ろ
わ
な
い
東

部
地
区
で
、
地
下
水
規
制
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
？ 

 

今
、
静
岡
県
は
富
士
山
の

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
動

き
を
強
め
て
い
る
。
三
島
湧

水
や
柿
田
川
も
含
め
た
、「
富

士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
」

を
進
め
る
中
で
、
周
辺
一
帯

の
地
下
水
規
制
の
可
能
性
が

見
え
て
く
る
。 

こ
の
五
〇
年
来
、
三
島
市

の
不
作
為
解
消
の
た
め
に
も

具
体
的
努
力
が
必
要
だ
。 

（
参
考
資
料
＝
三
島
自
然
を
守
る
会
発

行
「
ど
こ
に
消
え
た
か
三
島
の
湧
水
」） 

 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

係
り
を
一
〇
年
続
け
て
い

た
が
、
身
体
を
壊
し
入
院
す

る
旨
を
伝
え
る
と
「
来
月
か

ら
来
な
く
て
い
い
」
と
告
げ

ら
れ
、
相
談
に
訪
れ
た
。
団

交
の
中
で
解
雇
は
撤
回
さ

れ
た
も
の
の
、
未
払
い
残
業

代
を
め
ぐ
り
、
今
も
交
渉
が

続
い
て
い
る
。 

 

沼
津
に
営
業
所
の
有
る

業
界
雑
誌
出
版
会
社
で
は
、

労
働
時
間
を
う
や
む
や
に

す
る
為
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は

押
さ
せ
な
い
。
残
業
代
は
未

払
い
。
お
ま
け
に
関
連
業
務

を
深
夜
ま
で
や
ら
せ
て
も

労
賃
は
踏
み
倒
し
、
団
体
交

渉
を
申
し
入
れ
も
無
視
を

続
け
て
い
る
。
近
く
労
働
委

員
会
に
申
し
立
て
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
後
も
、
十
一
月
に
入

り
、
立
て
続
け
に
二
件
の
相

談
が
入
っ
て
き
た
。 

相
談
は
０
９
０-

５
０
０

９-
３
６
４
０
又
はw

sigd x 
@

goo.m
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ま
で
！ 

外
国
人
で
も
、
泣
き
寝
入
り

せ
ず
会
社
側
と
交
渉
す
る
。

そ
の
為
に
ユ
ニ
オ
ン
に
加

入
し
、
お
互
い
が
助
け
合

い
、
組
合
と
し
て
会
社
側
に

話
し
合
い
を
求
め
る
組
織

だ
。
こ
れ
ま
で
既
に
七
件
の

相
談
が
あ
り
、
二
件
は
解
決

済
み
。 

 

そ
の
一
件
は
学
校
関
係
で
、

退
職
強
要
、電
話
一
本
で
解
決

し
た
。
も
う
一
つ
は
、
食
材 

と
い
う
。
三
島
市
は
東
レ
恩

典
の
条
例
ま
で
作
っ
て
歓
迎

し
た
。
し
か
し
、
経
済
効
果

は
期
待
し
た
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
。
進
出
か
ら
昭
和
四
〇

年
ま
で
の
三
島
市
に
お
け
る

東
レ
か
ら
の
税
収
は
、
長
泉

の
十
分
の
一
程
度
の
二
千
数

百
万
円
。
社
員
の
地
元
採
用

も
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。 

昭
和
三
十
三
年
以
降
、
東

レ
の
生
産
量
増
大
に
伴
い
揚

水
量
も
増
加
し
た
。 

・
食
品
関
係
の
会
社
。
採
用

半
年
後
に
は
正
社
員
に
登

用
す
る
と
い
い
な
が
ら
、
半

年
が
経
過
し
て
も
契
約
社

員
の
ま
ま
、
残
業
代
も
払
わ

ず
働
か
せ
続
け
て
い
た
。
二

回
の
団
体
交
渉
の
末
、
結

局
、
金
銭
和
解
で
、
当
該
労

働
者
は
会
社
に
見
切
り
を

つ
け
た
。 

ま
た
、
御
殿
場
の
ス
ー
パ 

 

 

去
る
五
月
、「
三
島
ふ
れ

あ
い
ユ
ニ
オ
ン
」
を
立
ち
上

げ
た
。
趣
旨
は
、
臨
時
・
パ

ー
ト
・
派
遣
労
働
者
の
急
増

す
る
中
、
組
合
や
相
談
相
手

も
無
く
、
首
切
り
・
解
雇
、

残
業
代
の
未
払
い
等
で
困

っ
て
い
る
労
働
者
が
相
談

出
来
、
誰
で
も
一
人
で
も
入

れ
る
労
働
組
合
と
し
て
設

立
さ
れ
た
。
例
え
一
人
で
も 

ー
Ａ
店
で
女
子
従
業
員
が
職

場
に
合
わ
な
い
と
し
て
不
当

に
解
雇
さ
れ
た
。
多
く
の
雇

用
主
は
労
働
基
準
法
の
ま
と

も
な
知
識
も
無
く
、
簡
単
に

労
働
者
の
首
を
切
る
。
不
幸

に
し
て
こ
の
案
件
は
二
回
の

団
体
交
渉
の
後
、
本
人
の
事

情
で
取
り
下
げ
た
。 

 

そ
の
後
、
未
解
決
の
案
件

は
四
件
続
い
て
い
る
。
そ
の

一
つ
は
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト 

東
レ
が
三
島
・
長
泉
に
進
出

し
操
業
を
開
始
し
て
以
降
の

こ
と
。
東
レ
進
出
の
際
、
三

島
市
の
関
係
者
の
多
く
は
、

税
収
入
、
雇
用
の
拡
大
、
購

買
力
の
拡
大
等
を
期
待
し
誘

致
運
動
に
積
極
的
に
動
い
た 

 
首
切
り
・解
雇
、
残
業
代
未
払
い
！ 

  
―
未
組
織
労
働
者
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
― 

           
 

三
島
ふ
れ
あ
い
ユ
ニ
オ
ンの
労
働
相
談 

 

一
方
、
そ
れ

に
反
比
例
す
る

よ
う
に
三
島
の

湧
水
は
減
少

し
、
昭
和
三
七

年
三
月
、
小
浜

池
が
初
め
て
完

全
に
枯
渇
し

た
。 昭

和
四
〇
年

一
月
、
つ
い
に

三
島
市
は
生
活

水
に
も
事
欠
く 

 
Ｓ３１年、矢部健氏撮影  三島自然を守る会発行 
「どこに消えたか三島の湧水」から 水泉園の水 

ミ
シ
マ
バ
イ
カ
モ
が
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
て
い
た
が
、
水

量
が
少
な
く
汚
れ
た
水
で
は

育
た
な
い
。
三
島
で
は
そ
れ

も
全
て
消
え
て
し
ま
っ
た
。 

 

三
島
の
湧
水
が
枯
れ
始
め

た
の
は
、
昭
和
三
十
三
年
、 
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